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▽
名
前
の
由
来
は
？

―
一
花
ち
ゃ
ん
は
春
生
ま
れ
の
女
の
子
な
の
で
、
「
花
」

を
名
前
に
つ
け
た
か
っ
た
こ
と
と
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
「
一
」
か
ら
一
つ
一
つ
強
く
、
た
く
ま
し

く
、
努
力
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
す

ず
ち
ゃ
ん
は
、
き
れ
い
な
心
と
さ
わ
や
か
な
雰
囲
気

で
、
周
り
に
人
の
気
持
ち
を
穏
や
か
に
す
る
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
つ
け
ま
し
た
。

▽
好
き
な
食
べ
物
は
？

―
一
花
ち
ゃ
ん
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
「
サ
ラ
ミ
！
」
と
言
う
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
。
小
食
で
す
が
、
サ
ラ
ミ
だ
け
は
目
が
な
い
で
す
。
南
陽
市
の

店
ま
で
調
達
に
行
き
ま
す
。
す
ず
ち
ゃ
ん
は
離
乳
食
が
ス
タ
ー
ト
。
今
の
と
こ
ろ

す
ご
ー
く
意
欲
的
で
す
。

▽
好
き
な
遊
び
や
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
？

―
一
花
ち
ゃ
ん
は
、
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
が
日
に
日
に
上
達
し

て
い
て
、
坂
道
も
上
手
に
乗
り
こ
な
し
て
い
ま
す
。
す

ず
ち
ゃ
ん
は
寝
返
り
の
コ
ツ
を
つ
か
み
コ
ロ
コ
ロ
し
な

が
ら
手
に
触
れ
た
も
の
を
つ
か
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

▽
家
族
で
の
過
ご
し
方
や
楽
し
み
は
？

―
暖
か
く
な
っ
て
き
て
待
ち
に
待
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
季
節
。

パ
パ
が
休
み
の
日
は
外
で
す
ぐ
に
始
ま
り
ま
す
（
笑
）
子
供
た
ち
も
外
で
遊
ん
だ

り
、
日
光
浴
を
し
た
り
し
な
が
ら
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
最
高
で
す

▽
お
子
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
２
人
の
お
か
げ
で
喜
び
も
楽
し
み
も
悩
み
も
あ
り
、
日
々
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
て

ま
す
。
あ
り
が
と
う

一
花
も
す
ず
も
家
族
の
宝
も
の
で
す
。
♡ 村山市稲下

寺崎 一花
いちか

ちゃん(３歳)

すず ちゃん(７ヵ月)
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▼
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
経
緯
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い

元
々
家
は
農
家
で
、
家
業
の
後
継
者
と

し
て
中
学
校
卒
業
後
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

小
規
模
農
家
の
た
め
、
途
中
か
ら
タ
ク
シ

ー
会
社
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
を
本
格
的
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
を
定
年
退

職
す
る
約
15
年
前
か
ら
で
す
。
最
初
は
自

分
の
家
で
食
べ
る
つ
も
り
で
始
め
た
の
で

す
が
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の
指
導
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
で
勉
強
し
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
主
体
の
農
業

を
続
け
て
い
ま
す
。

▼
栽
培
品
目
、
栽
培
面
積
、
就
農
し
て
何

年
目
で
す
か
？

栽
培
品
目
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
尾
花

沢
営
農
セ
ン
タ
ー
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部

会
員
）
と
稲
作
を
し
て
い
ま
す
。
栽
培
面

積
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
30
㌃
、
稲
作
50
㌃

で
す
。
中
学
校
卒
業
後
に
就
農
し
た
の
で
、

今
年
で
就
農
60
年
目
に
な
り
ま
す
。

▼
就
農
当
初
、
大
変
な
こ
と
や
苦
労
し
た
事
は
？

農
業
を
始
め
た
頃
は
、
機
械
作
業
が
耕

う
ん
機
１
つ
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の

作
業
は
ほ
と
ん
ど
手
作
業
だ
っ
た
た
め
、

大
変
で
し
た
。

▼
農
業
の
魅
力
、
農
業
を
し
て
い
て
良
か

っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

農
業
の
魅
力
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕

事
が
出
来
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
収
穫
し

た
ば
か
り
の
新
鮮
な
農
作
物
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
子
供
た
ち
や
親
戚
に
自

分
が
作
っ
た
野
菜
を
あ
げ
て
喜
ん
で
食
べ

て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

▼
農
業
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
事
は
？

体
に
無
理
を
し
な
い
で
、
こ
れ
か
ら
も

長
く
農
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
健
康

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

▼
休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

休
み
の
日
は
体
を
休
め
、
テ
レ
ビ
鑑
賞

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孫
が
家
に
来
た

と
き
は
、
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

尾花沢市田沢

大類
おおるい

清志
きよし

さん(75歳)

少暑

二十四節気の小暑は梅雨の終盤。この小暑か

ら立秋の前日までが「暑中見舞い」を出せる時

期です。

この時期の行事といえば、七夕。梅雨の影響

で晴れることの少ない七夕ですが、雨が降って

もカササギが羽を広げて連なり天の川に橋を架

けてくれるので、織り姫と彦星は会えるという

言い伝えがあります。

冬瓜（トウガン）、胡瓜（キュウリ）、苦瓜

季節の歳時記

和文化講師 滝井ひかる

■少暑(しょうしょ・2025年は７月７日)

（ゴーヤー）など、

夏野菜のウリ科の植

物はビタミンやカリ

ウムが豊富で夏の疲

れを癒やしてくれま

す。ウリを割ったら

水があふれ出て天の

川になった、という

言い伝えもあります。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

来月のあなたの運勢 ７月占いコーナー モナ・カサンドラ

敏子
としこ

さん(75歳)

県
産
ブ
ラ
ン
ド
米
の
｢
つ
や
姫
｣

と
｢
雪
若
丸
｣
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
５

月
27
日
、
村
山
市
立
戸
沢
小
学
校

(
髙
橋
文
明
校
長
)
の
実
習
田
で
田

植
え
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

田
植
え
や
稲
刈
り
の
他
、
収
穫
し

た
米
も
販
売
す
る
予
定
で
す
。

県
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
組

織
す
る
「
つ
や
姫
」
「
雪
若
丸
」

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
本
部
が
開
い

吉
村
知
事
が
児
童
と
一
緒
に
手
植
え

〜
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
〜

た
も
の
で
、
吉
村
美
栄
子
知
事
や

当
Ｊ
Ａ
の
三
浦
康
彦
組
合
長
、
志

布
隆
夫
村
山
市
長
、
Ｊ
Ａ
山
形
中

央
会
の
安
孫
子
常
哉
副
会
長
、
つ

や
姫
レ
デ
ィ
ら
が
、
５
年
生
９
人

と
６
㌃
の
田
ん
ぼ
に
手
植
え
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
村
山

市
青
年
部
戸
沢
支
部
の
盟
友
ら
10

人
も
協
力
し
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
秋
に
お
い
し
い

▲吉村知事と戸沢小の児童たち

つ
や
姫
と
雪
若
丸
、

は
え
ぬ
き
を
全
国
に

届
け
た
い
。
心
を
込

め
て
田
植
え
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
児
童
を

代
表
し
て
大
江
亜
子

さ
ん
が
「
お
い
し
く

て
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
る
お
米
を
植
え
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
田
植
え
宣
言
し
ま

し
た
。

当
日
は
令
和
９
年

度
デ
ビ
ュ
ー
予
定
の

「
ゆ
き
ま
ん
て
ん
」

の
苗
も
披
露
。
「
ゆ

き
ま
ん
て
ん
」
は
同

市
の
小
学
５
年
生
が

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
す
い
か
生

産
部
会
は
５
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
本
店

で
第
23
回
通
常
総
会
を
開
き
、
生

産
者
の
代
表
ら
33
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

席
上
、
同
部
会
の
大
山
功
部
会

長
が
「
今
年
も
美
味
し
い
『
尾
花

沢
す
い
か
』
栽
培
に
向
け
、
３
地

区
協
力
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
部
会

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
書
な
ど
３
議
案
を
承
認
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
夏
す
い
か
日
本
一
の

産
地
と
し
て
、
品
質
管
理
の
徹
底

と
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
り
生
産

者
の
所
得
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
地

域
の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者

の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
や
ま
が
た
農
産
物
安
全
・
安
心

取
組
認
証
制
度
」
を
活
用
し
、
信

頼
さ
れ
る
産
地
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

５
月
９
日
に
は
、
尾
花
沢
営
農

セ
ン
タ
ー
す
い
か
生
産
部
会
の
通

常
総
会
が
開
か
れ
、
生
産
者
ら
約

90
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
事
業
経
過
報
告
並
び
に
収
支

決
算
書
の
承
認
な
ど
３
議
案
は
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

高品質・長期安定出荷目指す

～すいか生産部会総会～

▲第23回通常総会であいさつする大山部会長▲第23回通常総会であいさつする大山部会長

応
募
し
決
ま
っ
た
名
称
で
、
そ
の

Ｐ
Ｒ
も
実
施
し
ま
し
た
。

同
校
は
毎
年
体
験
学
習
の
一
環

と
し
て
村
山
市
青
年
部
戸
沢
支
部

の
盟
友
か
ら
植
え
方
な
ど
を
教
わ

り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▲吉村知事と満面の笑顔の児童▲吉村知事と一緒に手植えする児童



食農教育を目的とし、子供たちに土とのふれあいから自然や食農教育を目的とし、子供たちに土とのふれあいから自然や
農業の大切さ、食と農のかかわりを学んでもらおうと、年間を農業の大切さ、食と農のかかわりを学んでもらおうと、年間を
とおしてその支援活動に取り組んでいます。とおしてその支援活動に取り組んでいます。

食育を目的とした農業体験

【自己改革の実践に向けた組合員の意思反映】

４５

ＪＡみちのく村山

当JAは組合員との徹底した対話に基づいて｢農業者の所得増大｣｢農業生産の拡大｣｢地域の活

性化｣を基本目標とする創造的自己改革の実践に取り組んでおります。

昨年の自己改革の実践につきましては、新規就農者への支援、ネット販売の強化やふるさと

納税返礼品の付加価値販売の拡大のほか、令和４年度から導入しているJAやまがたのきゅう

り選果場を利用する越境選果で生産者の作業軽減と圃場管理の徹底、規模拡大へつなげること

ができております。「地域の活性化」の取り組みでは、園児・児童を対象とした農業体験、女

性部を中心とした各種教室の開催、JAまつりや産直所を中心としたイベントの開催で組合員

や地域の方々から一定の評価と今後の企画等に対し一層の期待する声をいただくことができま

した。

今後も地域に根ざしたＪＡであり続けるため持続可能な経営基盤の確立・強化とともに組合

員との対話を通じ総合事業を基本として｢不断の自己改革｣に取り組んでまいります。

【自己改革を実践するための具体的な方針】

１．当JAは今後も組合員・地域の方々との対話を深め、変化していくニーズを的確に把握してまいります。

２．農業者の売上の増加・コスト低減につながる担い手目線の取り組みについて、目標および実践具体策の策

定等とあわせて実践し、改革の目的である｢農業者の所得増大｣を実現するほか｢地域の活性化｣にも取り組

んでまいります。

《農業者の所得増大・農業生産の拡大》

①需要に結びついた米の品種誘導・生産振興の推進

②選果施設を拠点にした銘柄産地の確立

③肥料・農薬の大型規格商品の取り組み

④山形牛の消費拡大運動とネット販売強化

⑤農業融資にかかる相談機能の充実・強化

《地域の活性化》

①食農教育を目的とした園児・児童を対象と

した農業体験の場づくり

②地域の郷土食・地産地消を目的とした女性

部等の料理教室の開催

③投資信託への取り組みによる組合員・地域

の方々の資産対策

④各種イベント・スマホ教室・セミナー等の

開催による組合員・地域の方々への貢献

３．改革の取り組みと成果について対話等を通じて評価を把握し、次の改革・実行・評価・改善を繰り返す

ことで目標に近づけ、不断の自己改革を着実に実践してまいります。

自己改革の実践と成果について、日々の訪問活動や組合員宅定期訪問・地区別座談会・渉外活動・各種イ

ベント等を通じて｢正組合員とともに地域農業や地域経済の発展を支える組合員｣である准組合員の声も聴く

ことで正准組合員が一体となったJA運営を実現し、組合員の評価を踏まえながら必要な見直しを行い、｢農業

者の所得増大｣と「地域の活性化」につながるよう取り組んでまいります。

管内において、人口減少・高齢化が本格化するなかで、後継者不足による農業者の減少がさらに加速化し、

不安定な世界情勢により生産コストの高止まりが深刻で、地域農業は厳しい状況が続いております。

当ＪＡの農業生産額は横ばいで販売品販売高は150億円前後で推移している状況ですが、今後の経営状況に

ついて過去5年間のトレンド(傾向)を基本として成り行きシミュレーションを行ったところ、令和７年度から

事業利益が赤字に転じる内容となりました。赤字の主な要因は、低金利における信用・共済事業の収益減少

並びに、購買事業の収益減少と燃料代高騰等による事業管理費の増加となっております。

当ＪＡでは、これらの課題に対応し健全で持続性のある経営を確保するため、第十次経営管理３カ年計画

で『未来のために～Next
ネクスト

Chaptter
チ ャ プ タ ー

～』をテーマとし“次の章へ”確実に進み、当ＪＡのめざす姿（１．地域

農業を守る ２．組合員の暮らしを豊かにする ３．地域の活性化に貢献する ４．持続可能な経営基盤の確立・

強化）を達成するため、活動の３本柱（１．農業生産基盤の強化 ２．ＪＡ経営基盤の確立・強化 ３．組

合員・地域との結びつき強化）を基本とし、各事業の重点実施項目を集中的に実践するほか、当ＪＡの課題

を整理し機構の見直しも含め、役職員で一丸となって取り組んでまいります。

また、全事業を対象とした「みちのく村山プログラム」の開催で事業計画・自己改革の取り組みの進捗状

況を確認し確実に実践していき、事業の抜本的な見直し・検討も含め、直接販売事業の強化と生産性の向上、

施設の経営効率化に取り組み、さらなる事業の発展をめざしてまいります。

２月27日、28日の２日間、管内３地区で座談会を開催。様々２月27日、28日の２日間、管内３地区で座談会を開催。様々
な機会で頂いたご意見、ご要望は十分な検討を重ね、今後のＪな機会で頂いたご意見、ご要望は十分な検討を重ね、今後のＪ
Ａ事業運営に反映させていきます。Ａ事業運営に反映させていきます。

特特集集

地区別座談会

おばね産直館「はいっと」では、様々なイベント時だけではおばね産直館「はいっと」では、様々なイベント時だけでは
なく、1年とおして山形牛の販売をおこない、消費拡大に取りなく、1年とおして山形牛の販売をおこない、消費拡大に取り
組んでいます。組んでいます。

山形牛の消費拡大

当ＪＡとＪＡ共済連山形は、令和６年度２市１町に16基のカ当ＪＡとＪＡ共済連山形は、令和６年度２市１町に16基のカ
ーブミラーを寄贈しました。昭和48年から累計で1,121基になーブミラーを寄贈しました。昭和48年から累計で1,121基にな
ります。ります。

２市１町にカーブミラーを寄贈

１月に管内３地区で令和７年用の肥料・農薬相談会が開かれ１月に管内３地区で令和７年用の肥料・農薬相談会が開かれ
ました。メーカーの担当者も出席し、新商品の紹介や商品の使ました。メーカーの担当者も出席し、新商品の紹介や商品の使
用時期、効果などを説明しました。用時期、効果などを説明しました。

肥料・農薬相談会

自 己 改 革 工 表程

牡牛座
4/20～5/20

【全体運】良好なスタートを切れます。計画は早めに進めて。丁寧なコミュニケーションを心がけると好結果に。下旬は慎重に

【健康運】体調を整えるのに良いとき。ハードな運動もOK 【幸運の食べ物】青トウガラシ
牡羊座牡羊座
3/21～4/19

【全体運】厳しい状況ですが改善の兆しも見えています。もう一度情報収集を。見直せば良い案が浮かぶはず。連絡はまめに

【健康運】適度な運動を心がけて。やり過ぎは禁物。健診は◎ 【幸運の食べ物】ラッキョウ

【自己改革を支える経営基盤の確立・強化】

６月29日に大石田、７月６日に尾花沢でＪＡ夏まつりが開催さ６月29日に大石田、７月６日に尾花沢でＪＡ夏まつりが開催さ
れました。お楽しみ抽選会や地元園児によるパフォーマンスが行れました。お楽しみ抽選会や地元園児によるパフォーマンスが行
われました。ＪＡ女性部の協力で納豆もちも振る舞われました。われました。ＪＡ女性部の協力で納豆もちも振る舞われました。

ＪＡ夏まつり



６７

ＪＡみちのく村山自己改革工程表 数値編

重 点 目 標 成果指標・目標値

農業者の所得増大・農業生産の拡大

需要に結びついた米の品種誘導・生産振興の推進

対象者：農業者 売上増加の効果

令和７年度 主食米シェアの拡大 Ｒ４年度対比＋6,750俵

選果施設を拠点にした銘柄産地の確立

対象者：農業者 規模維持・拡大

令和７年度 新規就労者10名以上の獲得 10名以上の獲得

肥料・農薬の大型規格商品の取り組み

対象者：担い手農家 売上増加の効果

令和７年度 2,100万円 前年対比＋50万円

山形牛普及の消費拡大運動実施とネット販売強化

対象者：必要とするすべての方 売上増加の効果

令和７年度 １億円 前年売上＋1,000万円

農業融資にかかる相談機能の充実・強化

対象者：農業者 相談機能の充実

令和７年度 ５億円 毎年100名

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

Ｒ４年度対比＋4,500俵 4年度対比△21,420.5俵(△9.4％) Ｒ４年度対比＋6,750俵

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

４名以上 ６名 ２名以上

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

2,050万円 5,457万円 2,100万円

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

9,000万円 6,400万円 １億円

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

５億円 5.2億円 ５億円

地 域 の 活 性 化

食農教育を目的とした園児･児童を対象とした農業体験の場づくり

令和７年度 実施回数 年／23回

各種教室の開催(地産地消を目的とした料理教室･手芸教室･体操教室等)

令和７年度 実施回数 年／50回

投資信託への取り組みによる組合員･地域の方々の資産対策

令和７年度 １億5,000万円

各種イベント･スマホ教室･セミナー等の開催による組合員･地域の方々への貢献

令和７年度 年／40回

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

年／23回 年／20回 年／23回

目 標 実 績 目 標

年／50回 年／60回 年／50回

目 標 実 績 目 標

9,000万円 １億3,605万円 １億5,000万円

目 標 実 績 目 標

年／37回 年／43回 年／40回

経営基盤の確立・強化

｢みちのく村山プログラム｣で自己改革の取り組みの進捗管理と
事業の見直し・検討を含めた会議の開催

令和７年度 事業の見直し･検討を含め､経営効率化に取り組む

施設の有効活用に向けた管理体制の構築

令和７年度 遊休資産の利活用・条件を整備し早期に実行

内部留保の充実

令和７年度 定款および中央会指標に基づき内部留保の充実につとめる

令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標

年／10回 年／14回 年／10回

目 標 実 績 目 標

一部実施 一部実施 一部実施

目 標 実 績 目 標

当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上

対 話 ・ 意 思 反 映

項 目

地区別座談会(各地区回数／出席人数合計)

地区別総代協議会(各地区回数／出席人数合計)

運営委員会(青年部･女性部･各地区実行組合長代表･生産者代表･学識経験者)

定期訪問を通しての組合員・利用者との対話

ホームページ･広報誌等を活用した当ＪＡに対しての意見募集

令和６年度計画 令和６年度実績 令和７年度計画

各地区１回／180名 各地区１回／121名 各地区１回／190名

各地区１回／140名 各地区１回／116名 各地区１回／150名

２回以上 １回 ２回以上

１職員／年12回 １職員／年12回 １職員／年12回

年２回 年２回 年２回

蟹 座
6/22～7/22

【全体運】勢いのある好調運。新たな計画は幸運に恵まれます。迷ったらまずは試してみて。方向修正も大胆に行いましょう

【健康運】ストレッチで柔軟性をアップ。肩回りを重点的に 【幸運の食べ物】シシトウ
双子座双子座
5/21～6/21

【全体運】好きなものに目がなくなりそう。羽目を外しやすいので、やり過ぎには気を付けて。友人とのレジャーは楽しめます

【健康運】危ない所には近寄らない。いつも通りが◎ 【幸運の食べ物】カボチャ

令和６年度 令和７年度

目 標 値 実 績 値 進 捗 率 目 標 値

農業融資新規実行額（単位：百万円） 684 1,319 192.8％ 684

農業融資強化の取り組み

（注）目標値および実績値には日本政策金融公庫への取次分を含んでいる。

・管内の農業情勢は本格的な世代交代期を迎え、これまで以上に担い手に集積が進むなど

農業生産構造が大きく変化しており、新規就農者や法人経営の農業者が増加するなど明

るい兆しが見られる一方で、人口減少、高齢化、後継者不足のほか、昨今の急激な生産

資材の価格高騰・高止まり、激甚化・常態化する気象災害等の外的要因の不安材料もあ

ります。また、農政や経済政策にも大きく影響されるなど、地域農業は厳しい状況に直

面しています。

・融資渉外員によるメイン強化先や営農販売部のターゲットリストを中心に一斉推進を実

施し、農家ニーズに合わせた情報提供と資金提案を行いました。

・令和６年春からの異常気象に対する緊急対策として当ＪＡ独自の災害資金対策を実施し

ました。

・農業近代化資金の利用者に対し保証料の全額助成を行いました。

・支払利息の軽減を通した経営者支援を目的にＪＡバンク利子補給制度を活用した低利資

金の提供を行いました。

・融資業務の再構築をはかり、融資渉外員を本店に集約し、制度資金・大口農業資金に対

応します。

・認定農業者・担い手農家・新規就農者への近代化資金の積極的な取り組みにつとめます。

・引き続き行政との連携により営農類型や経営規模に応じた補助事業を含めての情報提供

により資金需要を把握し、有利な農業資金の提案につとめます。

・他部門との連携強化による情報の共有と同行訪問を実施し、大規模農家、農業法人等の

ニーズに合わせた情報提供・情報収集による資金提案に取り組みます。

・融資渉外員のスキルアップに向けた研修会・勉強会を開催します。

・引き続き農業近代化資金の利用者に対し保証料の全額助成を行います。

・引き続きＪＡバンク利子補給制度を活用した低利資金の提供につとめます。

令和６年度の取組状況と要因分析

令和７年度における具体的取組み
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５
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
お
い

て
米
や
野
果
菜
、
畜
産
関
係
の
各

生
産
組
織
の
代
表
や
Ｊ
Ａ
役
職
員

ら
45
人
が
参
加
し
て
「
農
作
物
豊

作
安
全
祈
願
祭
」
を
開
き
、
関
係

組
織
の
代
表
が
玉
串
を
捧
げ
五
穀

豊
穣
と
農
作
物
の
高
値
販
売
を
祈

願
し
ま
し
た
。

神
事
に
続
き
三
浦
組
合
長
が

「
近
年
、
気
象
変
動
に
よ
り
栽
培

管
理
の
大
変
さ
は
増
し
て
い
る
が
、

今
年
は
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
合
併

30
周
年
の
節
目
の
年
。
生
産
者
と

Ｊ
Ａ
が
一
致
団
結
し
て
作
業
の
安

全
を
第
一
に
、
納
得
の
行
く
結
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
生
産
者
の
願

農
作
物
の
豊
作
安
全
祈
願
祭
と

農
作
物
の
豊
作
安
全
祈
願
祭
と

農
作
物
の
豊
作
安
全
祈
願
祭
と

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式

い
が
込
め
ら
れ
た
絵
馬
が
、
村
山

市
河
島
に
あ
る
「
白
山
神
社
」
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
か
れ
た
「
農
作
物

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式
」
で

は
、
祈
願
祭
の
参
加
者
に
加
え
警

察
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約

60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
三
浦
組
合
長
が
「
手

塩
に
か
け
た
農
作
物
を
守
る
た
め
、

農
家
同
士
の
情
報
交
換
が
大
切
。

生
産
者
、
警
察
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
が

連
携
し
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

盗
難
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
盗
難
ゼ
ロ

を
目
指
し
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し

た
。
近
藤
専
務
が
「
Ｊ
Ａ
み
ち
の

「
尾
花
沢
す
い
か
農
業
女
子
『
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
（
コ
シ
ェ
ル
）
」
は
、

農
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
尾
花
沢
市
内
の
４
つ
の

幼
稚
園
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
小
玉
す
い

か
の
苗
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

５
月
19
日
に
は
メ
ン
バ
ー
４
人

が
認
定
こ
ど
も
園
「
尾
花
沢
幼
稚

園
」
（
千
葉
光
也
園
長
）
を
訪
れ
、

す
い
か
苗
１
本
が
植
え
ら
れ
た
プ

ラ
ン
タ
ー
２
個
を
持
参
し
ま
し
た
。

す
い
か
苗
を
囲
む
よ
う
に
両
端
か

ら
支
柱
を
設
置
。
そ
の
支
柱
に

沿
っ
て
伸
ば
し
た
つ
る
で
ア
ー
チ

型
に
し
、
頂
上
付
近
に
な
ら
せ
る

空
中
栽
培
で
育
て
、
管
理
も
コ

シ
ェ
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
行
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
タ
ー
前
に
は
園
児
53
人
が

集
ま
り
、
苗
を
提
供
し
た
菅
野
友

香
さ
ん
(
35
)
が
「
成
長
の
過
程
や
、

ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
の
か
毎
日

観
察
し
て
、
す
い
か
博
士
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

す
い
か
苗
を
初
め
て
見
る
園
児

も
多
く
「
大
き
く
な
っ
て
甘
い
す

い
か
に
な
っ
て
ね
」
と
小
さ
い
苗

を
興
味
津
々
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

成長を観察して成長を観察して成長を観察して

～コシェルが園にすいか苗を提供～～コシェルが園にすいか苗を提供～～コシェルが園にすいか苗を提供～

▲コシェルのメンバーと一緒にすいか苗を観察する園児▲コシェルのメンバーと一緒にすいか苗を観察する園児

く
村
山
と
し
て
も
農
家
お
よ
び
各

関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
作
物
の

盗
難
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
て
い

く
。
丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
作
物

を
守
ろ
う
」
と
宣
言
し
、
三
浦
組

合
長
を
本
部
長
と
す
る
「
農
作
物

盗
難
防
止
対
策
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

対
策
本
部
設
置
に
と
も
な
い
、

同
本
部
長
よ
り
村
山
･
尾
花
沢
･
大

石
田
の
営
農
セ
ン
タ
ー
長
に
自
主

警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
腕
章
が
伝

達
さ
れ
、
各
班
に
分
か
れ
て
さ
っ

そ
く
巡
回
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。

警
察
に
よ
る
巡
回
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
自

治
体
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
も
連

携
し
て
盗
難
被
害
防
止
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

５
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
「
令

和
７
年
産
さ
く
ら
ん
ぼ
情
報
交
換

会
」
が
開
か
れ
、
各
支
部
の
役
員

と
重
点
取
引
市
場
２
社
の
販
売
担

当
者
が
参
加
。
同
生
産
部
の
井
澤

健
司
部
長
が
「
今
後
の
管
理
を
徹

底
し
、
高
品
質
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出

荷
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
農

作
業
安
全
に
心
が
け
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か

ら
、
19
日
に
実
施
し
た
作
況
調
査

の
結
果
、
低
温
の
日
が
続
き
風
も

強
か
っ
た
こ
と
で
人
工
授
粉
も
実

施
し
ま
し
た
が
、
園
地
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
平
均
し
て
「
少
な
い
」

結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
販
売
基
本
方
針
で
は
、

「
重
点
市
場
等
と
の
販
売
状
況
等

の
情
報
共
有
及
び
計
画
出
荷
に
よ

る
価
格
の
維
持
」
な
ど
３
つ
の
方

針
が
示
さ
れ
、
市
場
の
担
当
者
か

ら
は
、
消
費
地
の
情
勢
や
販
売
方

策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
活
発

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 ▲さくらんぼの情報交換会であいさつする井澤部長

▲さくらんぼの管理講習会(三原さんの園地）

旬
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

旬
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

旬
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

高
品
質
、
情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

高
品
質
、
情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

高
品
質
、
情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

さ
く
ら
ん
ぼ
の
本
格
的
出
荷
を

目
前
に
控
え
、
村
山
営
農
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産
部
は
、
５

月
20
日
、
22
日
の
２
日
間
、
村
山

市
内
の
各
地
区
（
楯
岡
・
西
郷
・

葉
山
・
戸
沢
）
の
園
地
で
収
穫
前

の
管
理
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

22
日
の
葉
山
地
区
で
は
約
50
人

の
生
産
者
が
参
加
し
、
三
原
勝
さ

ん
の
園
地
で
実
施
。
北
村
山
農
業

技
術
普
及
課
の
荒
澤
直
樹
シ
ニ
ア

専
門
員
が
良
品
質
生
産
に
向
け
た

管
理
に
つ
い
て
説
明
。
６
月
上
旬

頃
か
ら
始
ま
る
主
力
品
種
「
佐
藤

錦
」
の
本
格
出
荷
に
向
け
今
後
の

作
業
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

15
日
に
は
、
「
や
ま
が
た
紅
王
」

の
講
習
会
が
、
西
郷
地
区
の
井
上

敏
春
さ
ん
の
園
地
で
開
か
れ
22
人

が
参
加
。
大
玉
生
産
に
向
け
た
ポ

イ
ン
ト
や
防
除
対
策
な
ど
今
後
の

栽
培
管
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

市
場
担
当
者
を
交
え
情
報
交
換
会

▲｢やまがた紅王」の栽培講習会（井上さんの園地）

宝
栄
牧
場
で
入
牧
式

宝
栄
牧
場
で
入
牧
式

宝
栄
牧
場
で
入
牧
式

尾
花
沢
市
の
宝
栄
牧
場
で
５
月

29
日
、
牛
の
入
牧
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
放
牧
さ
れ
た
の
は
、

当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
、
和
牛
の
繁
殖

牛
41
頭
。
牛
た
ち
は
消
毒
さ
れ
た

後
、
健
康
検
査
、
体
測
な
ど
を
手

際
よ
く
済
ま
せ
、
約
88
㌶
の
広
大

な
草
原
に
放
た
れ
ま
し
た
。
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
駆
け
回
り
、
25
㌢

ほ
ど
に
伸
び
た
牧
草
を
は
ん
で
い

ま
し
た
。

入
牧
式
で
は
、
同
市
の
五
十
嵐

満
徳
農
林
課
長
が
「
近
年
、『
尾
花

沢
生
れ
、
尾
花
沢
育
ち
』
の
一
貫

経
営
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、
繁

殖
牛
の
数
は
１
２
０
０
頭
に
な
る
。

▶
家
畜
車
で
牧
場
に
運
び
込
ま
れ
る
牛

▲営農センター長に自主警戒腕章を伝達

▲巡回活動に出発する関係者ら

今
回
入
牧
し
た
牛
に

つ
い
て
は
、
下
牧
ま

で
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
努
め
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。牧

場

は
、
標

高

420
㍍
か
ら
620
㍍
の
高

地
に
位
置
し
、
夏
で

も
牛
に
は
過
ご
し
や

す
い
気
候
で
、
自
然

の
牧
草
を
た
っ
ぷ
り

食
べ
て
過
ご
し
ま
す
。

10
月
下
旬
の
下
牧
す

る
頃
に
は
、
体
重
も

大
幅
に
増
え
、
起
伏

の
あ
る
草
地
で
運
動

す
る
こ
と
で
、
足
腰

の
強
い
健
康
な
牛
に

育
ち
、
農
家
の
元
に

帰
っ
て
行
き
ま
す
。

▶
豊
作
安
全
祈
願
祭
で
あ
い
さ
つ
す
る

三
浦
組
合
長

乙女座
8/23～9/22

【全体運】空回りに気を付けましょう。思い込みで行動せず状況確認をしっかりと。観察、分析に力を入れれば良い方向へ

【健康運】スマホやテレビの見過ぎに注意。目をいたわって 【幸運の食べ物】スイカ
獅子座
7/23～8/22

【全体運】上昇運です。スローモードで入って徐々にスピードアップしていきましょう。足元を踏み固めながら着実に進めて

【健康運】よくかんでゆっくり食べて。喉あめを携帯すると〇 【幸運の食べ物】ツルムラサキ

大
自
然
で

大
自
然
で

大
自
然
で

伸
び
伸
び

伸
び
伸
び

伸
び
伸
び



1011 蠍 座
10/24～11/22

【全体運】追い風に恵まれます。細かいことを気にし過ぎないように。おおらかな態度が良好な人間関係に直結。旅行にツキ

【健康運】友人たちとのスポーツで元気がアップ。水分補給を 【幸運の食べ物】ミョウガ
天秤座
9/23～10/23

【全体運】勘違いから問題を起こさないよう留意して。悪意あるうわさには耳を貸さないようにしましょう。下旬から運気回復

【健康運】香りの良いお茶と音楽が味方。ゆったり過ごして 【幸運の食べ物】ピーマン

順調に生育順調に生育順調に生育

～管内の育苗施設で水稲苗引き渡し～～管内の育苗施設で水稲苗引き渡し～～管内の育苗施設で水稲苗引き渡し～

▲水稲苗をトラックに積込み

(村山市中央育苗センター）

当ＪＡ管内の水稲育苗施設では、４月中旬に播種

作業が行われた苗が順調に生育、５月中旬から水稲

苗の引き渡しが行われました。

どの施設も、ピークの時期には早朝から農家のト

ラックの行列ができ、従業員や職員によって次々に

積み込まれました。

さくらんぼ給食に笑顔さくらんぼ給食に笑顔さくらんぼ給食に笑顔

▲さくらんぼ給食を楽しむ大久保小学校の児童

村山市の大久保小学校では５月14日、地元農家か

ら提供された加温さくらんぼが給食に提供され、全

校児童54人が味わいました。

大久保地区の農家で組織する「食材応援団」の協

力で実施したもので、この日は、メンバーの森静子

さんが早朝収穫したＬサイズ以上の「佐藤錦」17０

粒が届けられました。真っ赤に実ったさくらんぼを

ランチルームで味わった児童たちは、「甘酸っぱく

て美味しい」とにこにこ顔。一足早い初夏の味を楽

しんでいました。

夏すいか生産量日本一の当ＪＡは、訪れた人に実

際栽培されているすいかを見てもらい、販売力アッ

プにつなげようと展示用の畑を作りました。

５月20日にＪＡ尾花沢営農センターの職員が、Ｊ

Ａグリーンおばなざわの東側の緑地帯に10㍍のうね

をつくり、マルチを張り10本のすいか苗を植えまし

た。

村山産業高校（坂井孝朗校長）農業経営科の生徒

が５月30日、同校の実習田で酒米の田植え作業を行

いました。今年で９年目で、日本酒造りで協力して

いる東根市の酒造会社「(株)六歌仙」の松岡茂和社

長も参加しました。

２、３年生14人が参加し、38㌃の実習田に同校が

育成した「山酒４号」の苗を植えしました。追肥や

農薬散布にはドローンを活用し、管理全般は生徒た

ちが担います。

３年の萩生田龍介さん(17)は「無事植えることが

できた。これからの管理も十分に行い、品質が良く

おいしい酒になる酒米を育てたい」と話しました。

▲酒米の苗を田植えする村山産業高校の生徒

酒米の苗を田植え酒米の苗を田植え酒米の苗を田植え

～村山産業高校の生徒ら実習田で～～村山産業高校の生徒ら実習田で～～村山産業高校の生徒ら実習田で～

特産すいかPRに一役特産すいかPRに一役特産すいかPRに一役

～ＪＡグリーンおばなざわ脇にすいか畑～～ＪＡグリーンおばなざわ脇にすいか畑～～ＪＡグリーンおばなざわ脇にすいか畑～

▲すいかの苗を植えるＪＡ職員

村
山
市
立
大
久
保
小
学
校
の
３

年
生
10
人
が
５
月
27
日
、
地
域
学

習
の
一
環
と
し
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
雪

室
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
の
担

当
職
員
が
「
零
温
雪
室
倉
庫
」
の

概
要
を
説
明
。
始
め
に
雪
が
貯
蔵

さ
れ
て
い
る
「
貯
雪
室
」
を
見
学
。

季
節
外
れ
の
雪
の
山
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
倉
庫
内
で
は
室
温
が
５

℃
と
涼
し
さ
に
び
っ
く
り
。
米
が

保
管
し
て
い
る
状
態
を
見
る
の
も

初
め
て
で
、
保
管
さ
れ
て
い
る
玄

米
に
触
れ
、
冷
た
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
か
ら
は
、「
雪
室
は

何
度
く
ら
い
か
」「
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲雪室倉庫内で担当者から説明を聞く児童たち

米
の
貯
蔵
学
ぶ

米
の
貯
蔵
学
ぶ

米
の
貯
蔵
学
ぶ

〜
大
久
保
小
児
童
が

〜
大
久
保
小
児
童
が

〜
大
久
保
小
児
童
が

雪
室
見
学
〜

雪
室
見
学
〜

雪
室
見
学
〜



1213 山羊座
12/22～1/19

【全体運】運勢は活性化。考えているより、取りあえずやってみましょう。動きの中で勝機をつかめます。対話を大切に

【健康運】好調です。頑張りが利き、記録もアップ！ 【幸運の食べ物】トウモロコシ
射手座
11/23～12/21

【全体運】思い通りにならないことが多くイライラしがち。やり方を変えてみるのも選択の一つ。こだわりはほどほどで

【健康運】無理はしないように。休養を取ることで回復 【幸運の食べ物】モロヘイヤ



17

15

16

12

13

14

11

９

10

５

６

７

８

１

２

３

４

Ａ

Ｄ

(令
和
の
コ
メ
騒
動
に
一
句
)

白
米
が

贅
沢
品
に

な
る
時
代

(
村
山
市
／
馬
耳
夏
風

さ
ん
)

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

1415

❶夏休みの朝に通ってスタン
プをもらいます

❷早起きは三文の――
❸サーファーが乗ろうとする
もの

❹アルコール分が含まれてい
ない飲み物

❻疑問文では上げることが多
い

❽葛まんじゅうの中に包み込
まれているもの

10デジタル時代になり――の
文字を見る機会が減りまし
た

11騎手が乗っていません
13観光、スクール、二階建て
といえば

14鳥の体に生えるもの
16うな重と一緒に――吸いを
注文した

❷3人組のこと
❺閻魔大王がいるところ
❼ハワイ州の州都、ホノルル
がある島

❾浴衣を着て――を締めた
10ショッピングモールには多
くの――が入っている

11左右反対に映ります
12メロンの生産量が日本一で
ある県

14糸を通して布を縫います
15１とその数自体しか約数を
持ちません

16俵万智の第一歌集『サラダ
――日』

17阿寒湖で育つものが有名な
藻類

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

20

21

16

17

18

19

14

15

11

11

12

13

９

10

６

７

８

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

５月号の答え ｢ウメシユ｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』７月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ６月23日(月)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-0011
85

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•ポチ子の母ちゃんさん（尾花沢市）

•ユッキーさん（村山市）

•馬耳夏風さん（村山市）

•隊長さん（大石田町）

•めいさやさん（尾花沢市）

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢最
近
気
に
な
る
こ
と
…
｣
で
す
。

物
価
高
、
猛
暑
、
豪
雨
な
ど
な

ど
皆
さ
ん
が
日
頃
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

｢私
の
お
す
す
め
｣

テ
ー
マ
大
賞

⬇ タテのカギ ➡ ヨコのカギ

85
円
に

な
り
ま
し
た

シ キ サ イ ズ

ア メ イ モ ウ ト

ジ ン シ ン ミ キ

サ ハ チ コ ウ

ミ ナ ヅ キ ユ リ

イ オ ン サ シ ミ

シ バ カ ン シ ヤ

仏
像
の

声
が
聞
き
た
く
て

慈
恩
寺
の

若
葉
の
山
を

ゆ
た
り
と
の
ぼ
る

(
村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る

さ
ん
)

ナ
の
一
生
を
書
い
た
本
『
カ
テ
リ
ー
ナ
の

微
笑
』
を
お
勧
め
し
ま
す
。
奴
隷
と
し
て

連
れ
去
ら
れ
、
そ
の
時
々
の
話
が
そ
の
時

か
か
わ
っ
た
話
し
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
膨
大
な
歴
史
を

ど
う
や
っ
て
調
べ
た
の
か
と
驚
く
ば
か
り

で
す
。
あ
の
「
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
」
が
ど

う
や
っ
て
生
ま
れ
た
の
か
に
興
味
の
あ
る

方
、
雨
の
日
に
で
も
一
読
を
。

(村
山
市
／
ユ
ッ
キ
ー

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
は
、
今
放
映
中
の
朝
ド

ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
を
見
る
こ
と
で
す
。
子

供
と
大
人
か
ら
も
広
く
愛
さ
れ
る
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
興
味
津
々
の
ド
ラ
マ
で
す
。

(村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ

さ
ん
)

花
も
の
見
た
り
が
好
き
な
の
で
、
宮
城

県
加
美
町
に
あ
る
「
や
く
ら
い
ガ
ー
デ
ン
」

が
お
す
す
め
で
す
。
自
宅
か
ら
だ
と
１
時

間
弱
で
行
け
て
、
帰
り
は
伊
達
な
道
の
駅

で
買
い
物
で
す
。

(大
石
田
町
／
彩
里
ば
あ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

尾
花
沢
の
某
菓
子
店
で
売
っ
て
い
る
台

湾
カ
ス
テ
ラ
が
お
い
し
い
で
す
。
是
非
食

べ
て
み
て
は
！
ふ
わ
ふ
わ
、
し
っ
と
り
、

絶
品
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
ひ
ま
わ
り

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
は
、
や
っ
ぱ
り
家
で
採

れ
た
野
菜
で
作
る
も
の
は
何
で
も
ん
ま

い
！
最
上
川
そ
ば
の
大
淀
そ
ば
の
肉
そ
ば

も
ん
ま
い
！

(村
山
市
／
チ
ャ
ラ
男

さ
ん
)

一
カ
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
ん

な
場
所
の
道
の
駅
巡
り
、
お
勧
め
で
す
。

同
じ
所
に
行
っ
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る

の
で
楽
し
い
で
す
。

(村
山
市
／
髭
な
し
カ
ー
ル
お
じ
さ
ん

さ
ん
)

私
の
母
が
漬
け
た
、
大
根
の
べ
っ
た
ら

漬
け
で
す
。
美
味
し
す
ぎ
て
箸
が
止
ま
ら

な
い
し
、
手
間
暇
を
か
け
た
分
、
母
の
愛

情
も
入
っ
て
い
る
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と

美
味
し
さ
が
増
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
食
で
誰
か
の
お
腹
を
満
た
せ
る
っ

て
、
す
ご
く
幸
せ
な
こ
と
だ
な
ぁ
っ
て
思

い
ま
す
。

(大
分
県
別
府
市
／
り
ん
ご
タ
ル
ト

さ
ん
)

退
職
後
時
間
に
余
裕
が
で
き
る
と
、
何

で
も
自
分
で
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
山
菜
を
採
っ
て
、
自
分
で
ア

ク
抜
き
を
し
て
、
自
分
で
食
べ
て
み
ま
し

た
。
あ
ら
不
思
議
！
今
ま
で
あ
ま
り
美
味

し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
山
菜
が
、
美
味

し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
味

覚
も
歳
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
？
よ
う
や
く
食
を
通
し
て
、
季
節
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
と
な
り
ま
し

た
。
次
は
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
採
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
い
食
材
は
、
意

外
と
知
ら
な
い
だ
け
で
、
近
く
に
あ
る
よ

う
で
す
よ
。

(村
山
市
／
馬
耳
夏
風

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
“冷
凍
保
存
”。
新
鮮
な

旬
の
野
菜
は
収
穫
後
に
す
ぐ
食
べ
る
の
が

一
番
美
味
し
く
栄
養
価
も
高
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
食
べ
き
れ
な
い
と
き
は
冷

凍
し
て
お
き
ま
す
。
お
く
ら
と
モ
ロ
ヘ
イ

ヤ
は
そ
れ
ぞ
れ
茹
で
て
か
ら
オ
ク
ラ
は
輪

切
り
で
星
形
に
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
粗
み
じ

ん
切
り
し
て
か
ら
混
ぜ
て
冷
凍
、
自
然
解

凍
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
ヘ

タ
を
取
り
洗
っ
て
皮
を
湯
剥
き
し
て
冷
凍
、

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
や
ス
ー
プ
に
入
れ
て
煮

込
め
ば
コ
ク
が
で
ま
す
。
里
芋
は
皮
を
む

き
一
口
大
に
切
っ
て
冷
凍
、
芋
煮
が
い
つ

で
も
作
れ
ま
す
。
枝
豆
は
茹
で
て
か
ら
粒

状
に
し
て
冷
凍
、
ず
ん
だ
や
浸
し
豆
様
々

な
料
理
に
も
使
え
ま
す
。
冷
凍
保
存
も
な

か
な
か
便
利
で
重
宝
し
ま
す
。

(尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や

さ
ん
)

観
て
い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
韓
国
ド
ラ
マ
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
も

色
々
あ
り
、
推
し
の
俳
優
さ
ん
を
作
る
も

よ
し
、
言
葉
も
日
本
語
に
似
た
発
音
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
１
０
０
話
を
超
え
る
作

品
も
あ
り
ま
す
が
ハ
マ
リ
ま
す
よ
。

(愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
場
所
は
「
銀
山
」
で
す
。

こ
の
頃
改
め
て
銀
山
の
す
ご
さ
に
気
づ
き

ま
し
た
。
特
に
夜
の
銀
山
は
幻
想
的
で
す
。

あ
ま
り
の
人
気
で
自
由
に
行
け
な
く
な
っ

た
の
で
残
念
で
す
。
今
年
は
県
外
の
友
人

を
是
非
連
れ
て
行
き
た
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
ポ
チ
子
の
母
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

私
が
お
す
す
め
し
た
い
場
所
は
、
道
の

駅
や
産
直
で
す
。
物
価
が
高
い
中
、
旬
で

新
鮮
な
野
菜
が
安
く
買
え
、
何
よ
り
安

い
！
と
っ
て
も
お
す
す
め
の
場
所
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
２
児
の
母
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

バ
バ
が
「
ダ
シ
」
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

今
は
「
ミ
ズ
」
が
入
っ
て
ま
す
。

(村
山
市
／
Ｇ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

昨
年
は
、
わ
が
家
で
採
れ
た
野
菜
を
知

人
に
あ
げ
喜
ば
れ
ま
し
た
。

(村
山
市
／
し
ん
ま
い
農
家

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
オ
ー
デ
ィ
ン
や
セ
カ
ス
ト
な
ど

な
ど
・
・
・
お
宝
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
は
カ
レ
ー
皿
を
見
て
き
ま

し
た
。
そ
の
他
古
着
や
バ
ッ
ク
等
々
。
欲

し
か
っ
た
も
の
が
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
の

瞬
間
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
紅
筆

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
は
馬
鈴
薯
で
す
。
種
類

も
豊
富
で
料
理
方
法
も
多
く
、
苦
手
な
人

も
無
く
育
て
易
い
で
す
。
私
は
春
先
芽
を

か
き
、
洗
っ
て
冷
凍
保
存
し
て
皮
ご
と
使

い
ま
す
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
は
止
ま
り
ま
せ

ん
。

(大
石
田
町
／
桜
モ
モ
コ

さ
ん
)

今
、
私
は
山
菜
と
山
菜
採
り
が
お
す
す

め
で
す
。
ど
れ
を
採
っ
て
も
お
い
し
い
し
、

体
に
も
い
い
し
、
気
持
ち
も
晴
れ
晴
れ
し

ま
す
。

(村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
２

さ
ん
)

今
年
は
11
年
ぶ
り
に
慈
恩
寺
の
御
本
尊

の
御
開
帳
で
す
。
ま
た
、
山
形
十
三
秘
仏

も
御
開
帳
の
年
で
す
。
ま
だ
自
分
は
始
め

た
ば
か
り
で
す
が
、
御
朱
印
を
も
ら
っ
て

回
る
事
を
楽
し
み
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
は
「
若
葉
」
の
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
メ
ン
で
す
。
５
〜
６
年
前
ま
で
は

主
人
と
食
べ
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
夏
は

冷
た
い
め
ん
類
と
ゲ
ソ
天
が
合
い
ま
す
。

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
と
ゲ
ソ
天
は
単
品
で
も
注

文
で
き
る
の
で
、
好
き
な
も
の
と
一
緒
に

食
べ
て
み
て
下
さ
い
。
私
も
ま
た
食
べ
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

ア
イ
ド
ル
の
Ｃ
Ｄ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ト
レ
カ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。

(埼
玉
県
滑
川
町
／
男
性

さ
ん
)

ど
う
し
て
備
蓄
米
を
少
し
ず
つ
し
か
出

さ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
米
価
が
下
が
ら
な

い
の
は
当
然
。
ど
ん
と
１
０
０
万
ト
ン
ぐ

ら
い
出
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
助
け
て
下

さ
い
弱
者
を
。

(村
山
市
／
花
子

さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

(大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん

さ
ん
)

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
ボ
ケ
防
止
に

良
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

答
え
応
募
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市
／
Ｙ
ｕ
じ

さ
ん
)

米
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
仕
方
な
く
朝

飯
は
パ
ン
食
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

(京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ

さ
ん
)

楽
し
く
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

(大
石
田
町
／
ヒ
デ
ボ
ー

さ
ん
)

高
齢
の
た
め
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

毎
日
茶
の
間
の
生
活
で
「
み
ち
の
く
ぼ
い

す
」
と
接
し
て
の
生
活
で
す
。
毎
月
、
お

便
り
紹
介
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
97
歳
男
性

さ
ん
)

毎
回
楽
し
く
読
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(大
石
田
町
／
そ
う
す
け
の
じ
い
じ

さ
ん
)

私
の
お
す
す
め
は
山
菜
で
す
。
ぜ
ん
ま

い
、
わ
ら
び
、
た
け
の
こ
、
う
ど
な
ど
、

今
の
時
期
は
美
味
し
い
山
菜
を
採
っ
て
き

た
り
近
所
か
ら
も
ら
っ
た
り
し
て
、
家
族

み
ん
な
で
美
味
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。

(大
石
田
町
／
隊
長

さ
ん
)

私
の
イ
チ
押
し
は
本
で
す
。
図
書
館
で

厚
い
本
で
私
に
は
重
荷
だ
っ
た
の
で
す
が
、

歴
史
家
の
カ
ル
ロ
・
ヴ
ェ
ッ
チ
ェ
が
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
母
カ
テ
リ
ー

私
の
お
す
す
め
は
、
ず
ば
り
「
毎
日

ラ
ジ
オ
体
操
す
る
！
」
こ
と
で
す
。

60
歳
後
半
と
な
り
日
々
体
の
限
界
を

感
じ
て
い
ま
す
。
毎
日
朝
・
夕
、
小

型
犬
の
散
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
体
重
も
減
り
、
調
子
も
良
く
な
り

ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
毎
日
ラ
ジ
オ

体
操
す
る
と
良
い
と
の
こ
と
で
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
音
楽
が
な
る
も
の
を
買

い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
、
第

２
を
し
っ
か
り
し
ま
す
。
終
わ
っ
た

後
は
身
体
が
と
て
も
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
。

（
大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ

さ
ん
)

Ａ

Ｂ

Ｃ

亡
き
父
の

パ
ジ
ャ
マ
我
に
は
短
け
れ
ど

一
周
忌
の
春
風
は
優
し
く

(
村
山
市
／
の
ぶ
ち
ゃ
ん

さ
ん
)

Ｄ
Ｂ

Ｃ

Ｅ

魚 座
2/19～3/20

【全体運】運勢は吉凶混合。変わっていくことも多いので臨機応変に。早めの行動が吉と出ます。先手必勝の心持ちで臨んで

【健康運】うっかりのけがに気を付けて。飛び出しに注意 【幸運の食べ物】ナス
水瓶座水瓶座
1/20～2/18

【全体運】不安定運ながら味方を得ることができる月。大変なときに力になってくれる人を大切に。ライバルのやり方にも注目

【健康運】弱い部分をしっかりケア。予防に力を入れて 【幸運の食べ物】サクランボ



詳しくは下記連絡先まで

お問合せ下さい。

みちのく村山農業協同組合
登録金融機関

東北財務局(登金)第148号

©よりぞう

対 象 期 間：２０２５年４月１日 ～２０２６年３月 3 1 日

特典その２

特典その1

楯 岡 支 店　℡ 0237－55－2405

信用共済部　℡ 0237－55－0910

尾花沢支店　℡ 0237－22－0033

条件　NISAの新規口座開設＋指定金額以上の投信購入

最大

こちらからお申込み！
オンラインで簡単

　　　　　  はいろんな

Payに換えられます！

NISAをJAバンクではじめるともれなくもらえる

22,00022,00022,00022,00022,00022,00022,000 円相当ギフトをプレゼント

つみたて投信 成長投資枠

特典にお申込みの方
１０，０００円以上のご購入で

20,00020,00020,00020,00020,00020,00020,000 円相当2,0002,0002,0002,0002,0002,0002,000 円相当

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!
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プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフト

プレゼント!

デジタルギフトデジタルギフトデジタルギフトデジタルギフトデジタルギフトデジタルギフト

特典にお申込みの方
１００万円以上のご購入で

　　　　　　　　　  を

ご活用し、条件達成された方

　　　　　　　　　 を

ご活用し、条件達成された方

あなたのくらしに ＋ JAプレゼント

NISA口座 新規開設W特典
ダブルダブルダブル

NISA口座をご新規で開設された方

１，０００円分プレゼント！
※税務署から認可された方が対象となります　※QUOカードを進呈

私たちが対応いたします!私たちが対応いたします!私たちが対応いたします!私たちが対応いたします!
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お問い合わせは各支店ライフアドバイザーまでお気軽にどうぞお問い合わせは各支店ライフアドバイザーまでお気軽にどうぞ
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葉山支店 ☎56-3777 楯岡支店 ☎55-2405

大石田支店 ☎35-3132 尾花沢支店 ☎22-0033

共済のご相談は

ライフアドバイザーの紹介

野
口
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久



求人情報の提供

後日、紹介所から求人のある農家が紹介

されますので、農家に電話して面接日時等

を確認して下さい。

農家との面接

農家から指定された日時に訪問し、作業

内容や就業条件を確認して下さい。

採用通知

面接後または後日、農家から採用または

不採用の連絡があります。

就 業

採用の連絡があったら、雇用契約を締結

し、指定された日から雇用が始まります。

⬇
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お知らせ掲示板お知らせ掲示板

農業就労者の減少や高齢化等で労働力不足が深刻

化するなかで「無料職業紹介所」を開所しておりま

す。当紹介所では、求人・求職の申込みを受け、雇

用関係の成立を斡旋いたします。

求人の受付をしております。農家で、労働力を必

要とされている方は、ぜひご登録下さい。

おいしい山形で働いてみませんか！おいしい山形で働いてみませんか！

無料職業紹介の流れ

■連絡先／営農販売部営農企画課 ☎0237-55-6317

求人・求職の申込み

紹介所の窓口を訪れるか、電話で求人・

求職を申し込んで下さい。

窓口を訪れる場合は電話で日時を事前に

予約して下さい。

■尾花沢地区

日時／７月５日(土) 午前９時～午後４時30分

場所／尾花沢経済事業所特設会場

■大石田地区

日時／６月28日(土) 午前９時30分～午後４時30分

場所／大石田営農センター前広場

2025 ＪＡ夏まつり2025 ＪＡ夏まつり

夏季従業員募集！夏季従業員募集！

すいか集荷作業を一緒にやってみませんか

■募集人数／若干名

■勤務地／東部すいか選果施設(尾花沢市)

西部すいか選果施設(大石田町)いずれか

■就労期間／令和７年７月上旬頃～８月下旬まで

■就労時間／午前８時～午後５時

■時 給／1,100円～

■業務内容／すいか選果に関する業務

■募集期間／令和７年６月23日(月)まで

東部・西部すいか選果施設

問い合わせ先

•東部すいか選果施設希望／担当：清野

☎0237-22-2020(尾花沢営農センター)

•西部すいか選果施設希望／担当：小内

☎0237-35-3131(大石田営農センター)

■募集人数／若干名

■勤務地／道の駅尾花沢「花笠の里 ねまる」

■採用条件／高校生以上

■就労期間／

令和７年７月20日(日)頃～８月15日(金)頃まで

■就労時間／午前８時45分～午後４時15分

■時 給／1,100円

■業務内容／すいか販売ならびに発送業務の補助等

道の駅尾花沢 ｢花笠の里 ねまる｣

問い合わせ先

道の駅 尾花沢 ｢花笠の里 ねまる｣

☎0237-24-3535

■募集人数／若干名

■勤務地／

ＪＡグリーンおばなざわ 産直館 ｢はいっと｣

■採用条件／高校生以上

■就労期間／

令和７年７月20日(日)頃～８月15日(金)頃まで

■就労時間／午前８時45分～午後４時15分

■時 給／1,100円

■業務内容／すいか販売ならびに発送業務の補助

尾花沢 ｢すいか村｣

問い合わせ先

ＪＡグリーンおばなざわ 産直館 ｢はいっと｣

☎0237-22-2211

当ＪＡは、2024年度ＪＡバンク山形県表彰制度で

農業融資伸長への取り組みが評価され、「農業部門」

の表彰を受けました。

５月15日に、農林中央金庫山形支店の古川智久支

店長が来所し、三浦組合長が表彰状を受け取りまし

た。

農林中央金庫から表彰農林中央金庫から表彰

▶
三
浦
組
合
長
㊧
と
古
川
支
店
長

第１号議案 令和６年度決算監事監査報告につい

て

第２号議案 令和６年度剰余金処分について

第３号議案 第３０回通常総代会における組合員

表彰について

第４号議案 連結財務諸表について

第５号議案 運営委員の一部変更について

第６号議案 出資口数の減口承認について

第７号議案 安全衛生方針の制定および安全衛生

管理体制について

第８号議案 組織規程の一部変更について

第９号議案 ＪＡバンク経営戦略シートの更新に

ついて

第２回理事会が５月２６日に開催

主な議案と内容は次のとおりです。

(第十次経営管理３カ年計画スローガン)

｢未来のために ～Next Chapter(次の章へ)～｣
ネクスト チャプター

だよりだよりだより理事会理事会理事会

【報告事項】

•理事会への経過報告および行事予定について

•会計監査人の再任について

•主要勘定・安全性の指標について

•｢マネロン等の防止にかかる対応状況｣について

•地区別総代協議会の開催について

•令和７年度産米出荷契約取りまとめについて

•肉用牛販売実績報告について

•大口貸出の報告について

•(株)みちのくサービスの決算報告について

•奥羽乳業（株）の決算報告について

テレビユー山形(ＴＵＹ)の｢ローカル魂『野球に

恋して』｣の取材で、今年３月、惺山高校を卒業し

てＪＡ大石田支店金融課に勤務している戸田陽菜

職員を訪れました。

惺山高校は、山形県初の高校女子硬式野球部を創

部。戸田さんはその１期生で、野球部時の思い出と

その経験をこれからの仕事にどう生かしていくかな

どの質問に明るく誠実に答えていました。

この内容は、６月25日(水)午後７時からＴＵＹで

放送される予定です。是非ご覧ください。

▶
取
材
を
受
け
る
戸
田
さ
ん

「野球に恋して」で「野球に恋して」で
戸田職員を取材戸田職員を取材

⬇
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前 文 ○ＪＡみちのく村山は、相互扶助の理念に基づき、農産物の供給源としての役割や金融機関としての役割な

ど、協同組合組織として組合員や地域社会に必要とされる事業を通じて、その生活の向上や地域社会の発

展に貢献するという基本的使命・社会的責任を担っています。

○ＪＡみちのく村山が、この基本的使命・社会的責任の実現に向けて、以下のコンプライアンス基本方針に

基づく事業を展開していきます。

ＪＡみちのく村山コンプライアンス基本方針ＪＡみちのく村山コンプライアンス基本方針

基本方針 ○当組合は、ＪＡの担う基本的使命・社会的責任を果たし、組合員や利用者の多様なニーズを応える事業

を展開し社会の信頼を確立するため、当組合の役職員一人一人が高い倫理観と強い責任感を持って日常

の業務を遂行する。

○当組合は、創意と工夫を活かした質の高いサービスと組合員の目線に立った事業活動により地域社会の

発展に貢献する。

○当組合は、農業協同組合法の遵守や独占禁止法に違反する行為や違反するおそれのある行為を行わない

など、関連する法令等を厳格に遵守し社会的規範に基づき誠実かつ公正な業務運営を遂行する。

○経営情報の積極的かつ公正な開示をはじめ、広く地域社会とのコミュニケーションの充実を図るととも

に透明性の高い組織風土を構築し信頼の確立を図る。

○社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては､確固たる信念をもって排除の姿勢を堅持する。


